
東名高速道路 （仮称）岡崎阿知和スマートＩＣ

実施計画書

【概要版】

令和元年８月

岡 崎 市
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［路線名］

第一東海自動車道（東名高速道路）

1．路線名

3

豊田東IC

（仮称）岡崎
阿知和

スマートIC

6.2km

（仮称）
上郷SA/SIC
（事業中）

豊田南IC

豊田東JCT

岡崎SA

豊田市

岡崎市

安城市

知立市

至

四
日
市

（仮称）
刈谷PA/SIC
（事業中）

12.7km

豊田JCT

至 名古屋 至 土岐

岡崎IC
至 東京 至 東京

6.5km

豊田IC

6.2km

17.5km

11.3km

豊田松平IC

E1A

E1

C3

愛知県
岡崎市



［連結位置］ 岡崎市西阿知和町字上山ノ田

２．連結位置及び連結予定施設
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［連結予定施設］ 上下線：市道岡崎阿知和スマートインター線

お か ざ き し に し あ ち わ ち ょ う あ ざ か み や ま の た

0 1 2 3 40.50 500250
m

岡崎阿知和スマートインター線
阿知和地区工業団地

凡例

：連結ランプ

：市道（連結道路）

：市道（その他道路）

：工業団地区域



 産業活動の支援
 西三河地域（豊田市、岡崎市を含む10市町）は、自動車産業をはじめとしたものづくりの中心地である。製造品出荷額は、全国2

位の神奈川県を上回るとともに、ほとんどの市町が上位にランクしている（スマートＩＣ予定地の岡崎は12位）。
 阿知和地区工業団地は、経済界や進出希望企業から早期整備の要望があり、スマートＩＣの設置により、名古屋方向等への物

流の効率化が大いに見込まれ、立地企業のさらなる発展が期待される。

 交通渋滞の緩和
 隣接ＩＣへのアクセス経路として利用されている国道１号、国道２４８号では、交通集中により混雑度が1.0を超過。
 隣接ICへの経路上に主要渋滞箇所も点在し、ピーク時には著しい速度低下が発生。
 更なる地域経済の発展のためには、主要渋滞箇所を回避して高速道路にアクセスできることが必要。

 地域活性化・観光振興
 岡崎市内には、岡崎城や家康公ゆかりの施設、ぶどう園などの観光資源が多数存在するが、岡崎ＩＣと岡崎城・岡崎公園を結ぶ

直線的な動きが主となっており、他のスポットへの回遊が少ない傾向にある。
 観光に訪れる来訪者の約8割が自動車利用であるが、市街地近郊のＩＣは岡崎ＩＣしかなく、岡崎市北部地域の周遊観光のため

新たなICが必要。

 防災機能の強化
 岡崎市北部には防災拠点がないため、令和２年に工事完了予定の龍北総合運動場を防災拠点に位置付ける予定。
 龍北総合運動場は岡崎ICから遠く、被災時の物資輸送等の救援活動に支障があると想定されるため、復旧支援拠点へのアクセ

ス機能確保が必要。

３．連結を必要とする理由

（仮称）岡崎阿知和スマートＩＣの設置により
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①運営形態：フルインター形式

②利用方向 I N ：東京方面上り線、名古屋方面下り線

OUT：東京方面上り線、名古屋方面下り線

③運用時間：２４時間

④対応車種：ETC車載器を搭載した全車種
（軽自動車等、普通車、中型車、大型車、特大車）

※当該IC供用後も継続して、管理・運営形態を定期的にフォローアップし、必要に応じ見直す。
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４．管理・運営形態
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約4分
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整備有り
（岡崎阿知和スマートIC経由）

約9分
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約18分

約9分

５．スマートICの設置により期待される整備効果

（１）産業活動の支援①
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 岡崎市内の主な工場から高速道路を利用した物流経路には、主要渋滞箇所が多く存在。
 （仮称）岡崎阿知和スマートICの整備により工場から最寄ICまでの距離が短縮し、高速道路を利用する物流輸送時の

所要時間も短縮。物流車両の人件費や燃料費等の物流コストの削減等、製造業企業を中心とした物流効率化を支援
し、企業の生産性向上に寄与。

◆⼯場からの⾼速道路利⽤経路の変化 ◆最寄ICへのアクセス性の向上

○最寄ICまでの所要時間の短縮

【花園工業団地】
⾯積︓35.8ha、従業員︓3,262人

【ユニチカ株式会社岡崎工場】
⾯積︓31.3ha、従業員︓770人

ユニチカ株式会社
岡崎工場

花園工業団地

Ｎ

（仮称）
岡崎阿知和
スマートIC

阿知和地区工業団地
（事業中）

豊田東IC

豊田JCT

整備前の経路
整備後の経路

凡例

主要渋滞箇所
※ただし、アクセス経路に限る

主な工場、工業団地

主要渋滞箇所
4箇所通過

主要渋滞箇所
7箇所通過

主要渋滞箇所
1箇所通過

Ｃ３

岡崎IC

主要渋滞箇所
2箇所通過

Ｅ１

写真

（平成30年4月1日現在）

（平成27年7月28日現在）

■ユニチカ株式会社岡崎工場→岡崎IC ■花園工業団地→豊田東IC

出典︓平成27年度全国道路・街路交通情勢調査
混雑時旅⾏速度より所要時間を算出

○周辺事業者へのアンケート調査結果（平成28年度）

A社

• 朝夕の通勤時間
が短縮できる人が
多い。

• 名古屋方面や静
岡方面へ移動時
の利便性が向上
する。

B社
18%

73%

0%
9%

0%

• ICが近くに出来たこ
とで輸送効率が改
善し、ドライバーの負
担軽減にもなる。

• 周辺道路の混雑が
緩和され、仕入れが
効率化される。

大いに期待する

期待する

どちらともいえない

あまり期待しない

全く期待しない

周辺事業者の9割が
スマートＩＣ整備に期待

n=11



（１）産業活動の支援②
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 令和６年度分譲予定の阿知和地区工業団地から高速道路を利用する場合の物流輸送時の所要時間が短縮。
 阿知和地区工業団地での事業用地取得を検討する企業からは、運搬・移動等の時間が短縮される、通勤時間の短縮

が可能になる等の効果に期待が寄せられており、スマートIC設置が阿知和地区工業団地の企業誘致および従業員の
雇用促進に貢献することが期待される。

8

◆⼯場から⾼速道路利⽤経路の変化 ◆⾼速道路を利⽤した物流の所要時間
Ｎ

岡崎阿知和
スマートIC

阿知和地区工業団地
（事業中）

豊田東IC

豊田JCT

整備前の経路
整備後の経路

凡例

主要渋滞箇所
※ただし、アクセス経路に限る

主な工場、工業団地

Ｃ３
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豊田東 岡崎阿知和SIC

所

要

時

間
（

分
）

○阿知和地区工業団地 → 豊田東IC

出典︓ETC2.0旅⾏時間データ（H29.9-11平日平均）

現状
（国道248号経由）

整備有り
（岡崎阿知和スマートIC経由）

約8分
短縮

約15分

約7分

岡崎IC

Ｅ１

主要渋滞箇所
4箇所通過

主要渋滞箇所
1箇所通過

○阿知和地区工業団地参入を希望する事業者からの声（平成30年度）

 運搬、移動、通勤などの時間が短縮される
 従業員の募集範囲が拡大する
 渋滞に巻き込まれない
 緊急時の運搬・移動が可能となる （ヒアリング回答 ： 4社）

工業団地から高速道路スマートICまで
直結（500m、1分）

分譲面積 約25ha(予定)

阿知和地区工業団地（事業中）

岡崎阿知和
スマートIC

＜阿知和地区工業団地の整備イメージ＞

５．スマートICの設置により期待される整備効果



（２）渋滞緩和
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 隣接ICから（仮称）岡崎阿知和スマートICへの転換により、隣接ICへのアクセス道路の交通量が減少し、IC周辺部の
渋滞損失時間が減少。

◆周辺道路の渋滞緩和

＜損失時間の算出方法＞
●岡崎IC周辺（欠町交差点）
・現況︓H27センサス交通量及びETC2.0旅⾏時間データより算出
・整備後︓交通量推計により整備無し・有りにおける損失時間の変化率を求め、整備無し時の損失時間に乗じて算出
●豊田東IC周辺（鴛鴨町郷上交差点）
・現況、整備後︓交通量推計より

（仮）
岡崎阿知和
スマートIC

豊田東IC

岡崎IC

Ｅ１

Ｃ３

渋滞緩和に
期待

渋滞緩和に
期待

Ｎ

出典︓速度・・・ETC2.0旅⾏時間データ（H29.9-11平日平均）
交通量・・・平成27年度 全国道路・街路交通情勢調査 ⼀般交通量調査

7

9

11

13

15

現況 整備後

6

7

8

9

10

現況 整備後

約5％削減

損
失
時
間
［
万
人
時
間
／
年
］

現況 整備後

・豊田東IC周辺

10.7
10.2

損
失
時
間
［
万
人
時
間
／
年
］

現況 整備後

・岡崎IC周辺

8.0

7.4

約8％削減

出典︓速度、交通量・・・交通量推計

＜整備効果イメージ＞
整備無し

整備有り

交通量が多く混雑

交通量が減少し
渋滞が緩和

30km/h〜
〜30km/h
〜20km/h

主要渋滞箇所

【凡例】

約13百台／日
転換

約24百台／日
転換

５．スマートICの設置により期待される整備効果



（３）地域活性化・観光振興

10

 観光地の駒立ぶどう狩りは、岡崎市の観光施設の中でも最寄ICから遠く、高速道路からアクセスしにくい。
 整備後は複数の高速ICを利用することで、最寄ICから距離が遠い観光施設を周回する観光周遊コースが形成

可能。

豊田東IC

（仮称）上郷
SA/SIC
（事業中）

（仮称）岡崎
阿知和スマートIC

岡崎IC

滝山東照宮

真福寺
岩津天満宮

駒⽴ぶどう狩り

※1

※1「岡崎市歴史的風致維持向上計画」
における重点区域 認定日：H28.5.19

※1

豊田東IC

（仮称）
岡崎阿知和スマートIC

駒立ぶどう狩り 8.4万人/年

滝山東照宮 4.2万人/年※3

岩津天満宮 35.0万人/年

真福寺

岡崎IC

（仮称）
岡崎阿知和スマートIC

岡崎城・岡崎公園 296万人/年
※5

伊賀八幡宮

大樹寺 2.5万人/年

＜ストック効果＞
※２ 農遊館
○岡崎市の運営する
農林産物展示即売施設

○周遊ルートの最後に、
トイレ休憩やお土産
購入などが可能であり、
スマートICを利用した
周遊をバックアップ

おかざき農遊館 72.9万人※4

コース例①
岡崎北部名刹とぶどう狩り

コース例②
徳川家康公ゆかりの地巡り

スタート

スタート

伊賀八幡宮

大樹寺

岡崎城

六所神社

「岡崎城下および
東海道地区」

「滝山寺地区」

めいさつ

六所神社 4.2万人/年

出典：≪入込客数≫平成29年愛知県観光レクリエーション利用者統計（※3：岡崎市資料（平成28年度）、 ※4：岡崎市資料）
岡崎市観光基本計画アクションプラン

真福寺 1.5万人/年※3

※5：イベント集客を含む

５．スマートICの設置により期待される整備効果



（４）防災性向上

11
出典︓岡崎市地域防災計画（平成30年2月修正）

 龍北総合運動場が令和２年の供用開始予定であり、供用後は地域防災計画に「防災拠点」として位置づける予定で
あるが、最寄ICからのアクセス性が悪く、被災時の物資輸送等の救援活動に支障がある。

 整備後は最寄ICからの距離が約0.8kmとなり、被害時に想定される所要時間は約25分短縮し、防災活動の支援に寄
与。

南公園

中央総合公園岡崎公園

道の駅藤川宿

矢作川橋西詰空地

（仮称）岡崎
阿知和スマートIC

龍北総合運動場

岡崎IC

東公園

0

2

4

6

8

◆防災拠点のICアクセス性の向上

岡崎中央
総合公園 ⿓北総合運動場

岡崎公園東公園

最
寄
Ｉ
Ｃ
か
ら
の
距
離
（
㎞
）

他の防災拠点よりも
ICアクセス性が悪い

整備なし 整備あり

距離・所要時間が
大幅短縮

○最寄ICから防災拠点までの距離

約4.3km

約1.8km
約2.8km

約1.5km

約0.8km

整備なしの経路
整備ありの経路

凡例

凡例

第1次緊急輸送道路 緊急輸送拠点

第2次緊急輸送道路 広域避難場所

緊急輸送拠点・広域避難場所

【⿓北総合運動場】
・岡崎市により⿓北総合運動場として再整備し、令和２年の供⽤開始を予定。
・第⼀次緊急輸送道路である東名⾼速道路沿線に位置しており、供⽤後は地域防災計画
に「防災拠点」として位置づける予定。

出典︓（仮称）⿓北総合運動場整備基本計画

被災時
約31分※1

被災時
約6分※1

※1 所要時間︓阪神・淡路⼤震災（平成7年）における被災地内の平均輸送速度（被災8⽇⽬以降〜1ヶ⽉以内︓8.4km/h）より算出
出典︓中下・⼩⾕・⻑岡 震災時における避難所への救援物資輸送の実態について（土木計画学研究・講演集 No.19(2) 1996.11）

【完成イメージ】

５．スマートICの設置により期待される整備効果



（１）平面図（1/1,000）
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６．概略図面、その他必要な図面


